
お　願　い

1. 同封のはがきで、4月 15日までに、出欠のお返事をお寄せください。

2. 例年通り、大会参加諸経費の支払いは前納制を採らせて頂きます。同封の郵便振替払込書
（社会経済史学会第70回全国大会組織委員会）による前納にご協力くださいますようお願い

申し上げます（振替払込書の該当項目をチェックし、金額欄に合計金額をご記入の上、

4月 21日までにご送金ください）。なお、領収証は大会当日受付にてお渡しいたします。

参加諸経費は次の通りです。

大会参加費 ............................................... 500円

報告要旨集代 ....................................... 3,500円

懇親会費 ............................................... 5,500円

両日とも、弁当は準備致しませんので、食事は各自お取りください。なお、学内食堂は、土曜日

に限り、11号館地下と上智会館１階の食堂が利用可能です。日曜日は同食堂は、休業となりま

す。大会両日受付にて大学周辺の食堂に関する案内を配布しておりますので、ご利用ください。

3. 大会参加諸経費を前納され、その後都合により大会に出席することが不可能となられました
方は、大会開催 10日前までにその旨文書で主催校にお申し出ください。

4. 報告要旨集は、5月初旬にお送りする予定です。

本学会第70回大会が、上智大学を主催校として、2001（平成13）年5月19日（土）、20日（日）に

開催されることになりましたので、ここにご案内申し上げます。会員各位におかれましては、

ご多忙中とは存じますが、本学会の今後のいっそうの発展のため、是非ともご出席を賜ります

ようお願い申し上げます。

社 会 経 済 史 学 会
第 70回全国大会組織委員会
事務局  上智大学経済学部内
〒 102 - 8554
東京都千代田区紀尾井町 7-1

2001年度
社会経済史学会
第70回全国大会

2001年5月19日（土）、5月20日（日） 上智大学

2001.4.9SEHS_HP
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社会経済史学会
第70回全国大会
プログラム
期日：2001年5月19日（土）、5月20日（日）
会場：上智大学（東京・四ッ谷）

 第 2 日目　5月20日（日）

  9:00受付開始 8号館ピロティー

《共通論題報告》 L号館 9階 911号室

  9:30～   9:50 問題提起

  9:50～ 12:00 基調報告

12:00～ 13:30 昼休み

13:30～ 15:30 関連報告（ワークショップ）

15:30～ 17:00 討論

 第 1 日目　5月19日（土）

  8:00受付開始 8号館ピロティー

  9:00～ 12:20 自由論題報告

12:20～ 13:20 昼休み

13:20～ 15:00 自由論題報告

15:00～ 17:30 パネル・ディスカッション

17:30～ 18:30 会員総会
8号館 209号室

18:30～ 20:30 会員懇親会
9号館地下 1階カフェテリア

● 会場への交通路、各会場等の場所につきましては、当プログラム最終頁の案内地図および

大会当日の案内掲示をご覧ください。

● 懇親会を第 1日目 5月 19日（土曜）の 18時 30分より 20時 30分まで、
9号館地下 1階カフェテリアにて開催いたします。是非、ご参加ください。

● ご宿泊につきましては、主催校側では手配致しません。各自、ご手配願います。

● 大会事務局への連絡：

郵便： 〒 102-8554 東京都千代田区紀尾井町 7-1
上智大学経済学部内・社会経済史学会 第 70回全国大会組織委員会

  
 

 

 

■大会次第

■案内とご注意
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1. 昭和恐慌期地方銀行救済合併のー考察 9:00～ 9:50
――両羽銀行による楯岡銀行救済合併を事例に―― 報告者 白鳥　圭志（東北学院大学）

司会者 高嶋　雅明（和歌山大学）　

2. 戦前日本の銀行経営 9:50～ 10:40
――数量データによる「機関銀行」仮説の検証―― 報告者 岡崎　哲二（東京大学）

横山　和輝（一橋大学）
司会者 高嶋　雅明（和歌山大学）

3. 戦間期における５大都市中小商工業金融の特徴 10:40～ 11:30
――中小商工業者と金融機関の対応関係を中心に―― 報告者 今城　　徹（大阪大学大学院）

司会者 伊藤　正直（東京大学）

4. 明治初期の財政構造改革・累積債務処理とその影響 11:30～ 12:20
――井上・渋沢デフレ期から 報告者 大森　　徹（日本銀行金融研究所）
　　大隈財政期を経て松方財政期まで―― 司会者 伊藤　正直（東京大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 1920年代における国債管理政策 13:20～ 14:10
――借換え・償還政策を中心に―― 報告者 武田　　勝（中央大学大学院）

司会者 武田　晴人（東京大学）

6. 東京市外債交渉と憲政会内閣期の 14:10～ 15:00
金本位復帰政策、1924～ 1927年 報告者 岸田　　真（慶應義塾大学大学院）

司会者 武田　晴人（東京大学）

第 1 会場 ――― 5月19日（土） 8号館 3階 307 教室

■自由論題報告―日本関係
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1. 佐賀藩勘定所大目安 享保10年度（1725）～ 9:00～9:50
　安政4年度（1857）による藩財政の時系列分析 報告者 安澤　秀一（駿河台大学）

司会者 神立　孝一（創価大学）　

2. 江戸時代における武士の低出生力 9:50～ 10:40
――シミュレーションと 報告者 村越　一哲（駿河台大学）
　　推計の結果に基づいた検討―― 司会者 神立　孝一（創価大学）

3. 幕末期豆州下田商人の欠乏品売込活動と横浜移住 10:40～ 11:30
報告者 鷲崎俊太郎（慶應義塾大学大学院）
司会者 川口　　浩（早稲田大学）

4. 本多利明の「国家豊饒」思想 11:30～ 12:20
報告者 宮田　　純（中央大学大学院）

　 司会者 川口　　浩（早稲田大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 昭和初期の農本主義思想 13:20～ 14:10
――橘孝三郎の『農村学』を手がかりに―― 報告者 Susy Ong（スーシー・オング：一橋大学大学院）

司会者 原　　　朗（東京国際大学）

6. 総力戦体制期の経済学者 14:10～ 15:00
――有澤廣巳と秋丸機関を中心に―― 報告者 斉藤　伸義（立教大学大学院）

司会者 原　　　朗（東京国際大学）

第 2 会場 ――― 5月19日（土） 8号館 3階 308 教室

■自由論題報告―日本関係
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1. 戦前期陶磁器業における小経営と雇用労働力 9:00～ 9:50
――「在来産業論」の再考―― 報告者 宮地　英敏（東京大学大学院）

司会者 阿部　武司（大阪大学）　

2. 郡是製糸株式会社の多条機導入 9:50～ 10:40
報告者 成田　一江（九州大学大学院）
司会者 阿部　武司（大阪大学）　

3. 明治前期の製艦計画と鎮守府設立 10:40～ 11:30
――呉鎮守府の設立を例として―― 報告者 千田　武志（広島国際大学）

司会者 橋本　寿朗（法政大学）

4. 日中戦争期の日米造船政策 11:30～ 12:20
――比較産業政策史という視点から―― 報告者 荒川　憲一（防衛庁防衛研究所）

司会者 橋本　寿朗（法政大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 業界団体による電子部品規格化の試み 13:20～ 14:10
――1960年代を中心に―― 報告者 中島　裕喜（大阪大学）

司会者 長谷川　信（青山学院大学）

6. 地上波商業テレビ放送網の形成 14:10～ 15:00
1924～ 1927年 報告者 石川　　研（東京大学大学院）

司会者 長谷川　信（青山学院大学）

第 3 会場 ――― 5月19日（土） 8号館 3階 309 教室

■自由論題報告―日本関係
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1. 近代大阪における三菱の銅精錬業 9:00～ 9:50
報告者 畠山　秀樹（追手門学院大学）
司会者 荻野　喜弘（九州大学）　

2. 明治前期における漁業振興策と博覧会 9:50～ 10:40
――1880年ベルリン漁業博覧会への 報告者 関根　　仁（中央大学大学院）
　　参加を中心に―― 司会者 中西　　聡（名古屋大学）

3. 1920年代における大豆粕市場の展開 10:40～ 11:30
報告者 坂口　　誠（慶應義塾大学大学院）
司会者 中西　　聡（名古屋大学）

4. 戦前期日本における高額所得者の地域分布 11:30～ 12:20
――地域間格差の長期動向―― 報告者 谷沢　弘毅（札幌学院大学）
　 司会者 斎藤　　修（一橋大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 震災復興期東京都市圏拡大と同潤会 13:20～ 14:10
報告者 澤内　一晃（立正大学大学院）
司会者 老川　慶喜（立教大学）

6. 戦間期における省営自動車事業の成立と 14:10～ 15:00
鉄道政策の転換 報告者 中川　　洋（法政大学大学院）

司会者 老川　慶喜（立教大学）

第 4 会場 ――― 5月19日（土） 9号館 3階 349 教室

■自由論題報告―日本関係
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Invited Speaker from Economic Historical Association in the U.S.
Title: To Be Announced

15:00～ 17:00

1. 朝鮮植民地化と 9:00～ 9:50
米系資本コルブラン＆ボストウイックの利権 報告者 松崎　裕子（名古屋大学大学院）

司会者 須川　英徳（横浜国立大学）　

2. 戦前の日印間におけるマッチ製造販売業の連関と 9:50～ 10:40
インド商人資本の介在 報告者 大石　高志（東京大学）

司会者 杉原　　薫（大阪大学）　

3. フィジーにおける植民地経済の形成 10:40～ 11:30
報告者 松島　泰勝（県立広島女子大学）
司会者 加勢田　博（関西大学）

4. 日中戦争期における国民政府の統治体制 11:30～ 12:20
――四川省の田賦実物徴収をとおして―― 報告者 天野　祐子（東京都立大学大学院）

司会者 久保　　亨（信州大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 戦後アメリカの対中援助 13:20～ 14:10
――国民政府にとってのアメリカ援助―― 報告者 大石　　恵（京都大学大学院）

司会者 奥村　　哲（東京都立大学）

6. 中国工作機械工業の発展と技術（1949-80年） 14:10～ 15:00
報告者 廣田　義人（大阪大学大学院）
司会者 奥村　　哲（東京都立大学）

第 5 会場 ――― 5月19日（土） 9号館 2階 249 教室

■自由論題報告―東洋関係

■アメリカ経済史学会招待講演会
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1. 12・13世紀カンのラ・トリニテ修道院 9:00～ 9:50
イングランド所領の動向 報告者 藤本太美子（久留米大学大学院）
――中心所領フェルスティッドを題材に―― 司会者 田北　廣道（九州大学）

2. 17世紀末のロンドンにおける党派抗争 9:50～ 10:40
報告者 伊藤　修一（東北大学大学院）
司会者 梅津　順一（聖学院大学）

3. 18世紀イギリス大地主の所領経営 10:40～ 11:30
報告者 岩村　　満（八戸工業大学）
司会者 重富　公生（神戸大学）

4. 19世紀前半英国の或る地主の家族史： 11:30～ 12:20
ケムブリッジ州チペナム教区のソープ家 報告者 伊藤　栄晃（関東学園大学）
　 司会者 安元　　稔（駒沢大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 19世紀イングランドにおける二つの農業労働市場 13:20～ 14:10
――スタッフォードシャー、 報告者 山本　千映（日本学術振興会特別研究員）
　　トレンタム農場の事例分析―― 司会者 安元　　稔（駒沢大学）

東アジアにおけるアメリカニゼーションの国際比較 15:00～ 17:30

司会者 宮本　又郎（大阪大学）

廣田　　功（東京大学）

問題提起 工藤　　章（東京大学）

原　　輝史（早稲田大学）

報告 1. 日本工作機械工業とアメリカ：戦前・戦中期 沢井　　実（大阪大学）

報告 2. 貿易ルールにおけるアメリカ化：
繊維品貿易を中心に 渡辺　純子（静岡大学）

報告 3.所有と経営における 2つのアメリカ化：
 1950年代と 1990年代 宮島　英昭（早稲田大学）

コメント：アジア史の立場から 末広　　昭（東京大学）

コメント：ヨーロッパ史の立場から Ｄ・バルジョー（パリ第 IV大学）

■自由論題報告―西洋関係

■パネル・ディスカッション― 1

第 6 会場 ――― 5月19日（土） 8号館 2階 207 教室
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1. THE ‘GREET’ BOAT RACE 9:00～ 9:50
――スポーツをとおして創られた 19世紀 報告者 伊藤　航多（東京大学大学院）
　　イングランド北部の「地域社会」―― 司会者 坂巻　　清（東北大学）　

2.  戦間期のイギリス工場監督職 9:50～ 10:40
――1921年再編とその後―― 報告者 大森　真紀（早稲田大学）

司会者 松村　高夫（慶應義塾大学）　

3. ユーロダラー市場の形成と英系海外銀行、 10:40～ 11:30
1957年～ 1963年 報告者 菅原　　歩（京都大学大学院）
――The Bank of London & South America (BOLSA)の事例―― 司会者 鈴木　俊夫（東北大学）

4. 戦間期イギリスにおける熱錬の「解体」と 11:30～ 12:20
熟練工の労働市場 報告者 齊藤健太郎（Darwin College）

――機械産業と Toolmarkersを中心として―― 司会者 草光　俊雄（東京大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 1960年代イギリス社会の再検討 13:20～ 14:10
――「寛容社会」論を中心に―― 報告者 市橋　秀夫（埼玉大学）

長谷川淳一（大阪市立大学）
司会者 湯沢　　威（学習院大学）

18世紀～ 20世紀中葉のアジア農村にみる 15:00～ 17:30
市場経済の受容過程
――日本・中国・韓国の事例を通じて――

1) Rhee, Younghoon (Sungkyunkwan University), “The Regional Rice Prices and Market Integra-
tion in Chosun (1725-1935).”

2) Lee, James (California Institute of Technology), “Breaking out of the System: Demographic
Responses to Commercialization in Northeast China, 1749-1909.”

3) Smethurst, Richard (University of Pittsburgh), “Market and Japanese Landlord-tenant Relation-
ship, 1865-1950.”

4) Tomobe, Ken’ichi (Keio University), “Patterns of Peasant’s Market Behavior Embedded in
Agricultural Production, ca 1880s: the case of Nobi Ryogoku Choson Ryakushi.”

討論者 斎藤　　修（一橋大学）

古田　和子（慶應義塾大学）

■パネル・ディスカッション― 2

■自由論題報告―西洋関係

第 7 会場 ――― 5月19日（土） 8号館 2階 208 教室
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治療の現場を再構成する 15:00～ 17:30
――歴史における治療学、医療の職業化、医療テクノロジーの変容――

司会者 上山　隆大（上智大学）

報告 1. Heroic Treatment の衰退
――19世紀イギリスの精神医学のケースを中心に―― 鈴木　晃仁（慶應義塾大学）

報告 2. アメリカにおける医療現場の変容
――スタンフォード大学における放射線医学と産学共同、1948-1980――

上山　隆大（上智大学）

報告 3. 戦後医療技術革新下における看護婦の役割の変容 山下　麻衣（大阪大学大学院）

討論者 見市　雅俊（中央大学）

1. 第 1次世界大戦前の青年カシューブ派の 9:00～ 9:50
運動と地域主義（リージョナリズム） 報告者 細田　信輔（龍谷大学）
――ドイツとポーランドのはざまで―― 司会者 藤井　和夫（関西学院大学）　

2. ポーランドにおける工業化の起源と大貴族経営 9:50～ 10:40
――スタロポルスキェ地域の場合―― 報告者 山田　朋子（明治大学非常勤）

司会者 藤井　和夫（関西学院大学）

3. 戦間期フランスの一労働者が見たアメリカの労働 10:40～ 11:30
――イヤサント・デュブライユ（1883-1971）における 報告者 乗川　　聡（早稲田大学大学院）
　　「フランス風アメリカナイゼーション」―― 司会者 矢後　和彦（東京都立大学）

4. アメリカ企業の在ドイツ子会社に対する 11:30～ 12:20
投資禁止政策の変容と「冷戦」 報告者 河崎　信樹（京都大学大学院）
　 司会者 今久保幸生（京都大学）

昼休み 12:20～ 13:20

5. 第 1次大戦期におけるBarr & Stroud Ltd.の 13:20～ 14:10
光学機器製造 報告者 山下　雄司（明治大学大学院）
――イギリス軍需省による産業統制のー側面―― 司会者 安部　悦生（明治大学）

■パネル・ディスカッション― 3

■自由論題報告―西洋関係

第 8 会場 ――― 5月19日（土） 8号館 2階 209 教室
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環境経済史への挑戦――森林・開発・市場――

司　会 杉原　　薫（大阪大学）

Linda A. Grove（上智大学）

《問題提起》

環境経済史への挑戦 9:30～ 9:50
鬼頭　　宏（上智大学）

《基調報告》

1. “Is There an ‘East Asian’ Development Path?: 10:00～ 10:50
  Long-term Comparisons, Constraints, Kenneth Pomeranz
  and Continuities.” （カリフォルニア大学アーヴィング校）

2. 別子銅山の開発と山林利用 11:00～ 11:50
安国　良一（住友史料館）

昼休み 12:00～ 13:30

《関連報告（ワークショップ形式）》 13:30～ 15:30

1. 18-19世紀ドイツにおけるエネルギー転換：
「木材不足」論争をめぐって 田北　廣道（九州大学・ドイツ）

2.『村落共同地』・資源と村落の社会経済構造
――19-20世紀南インドにおける変容―― 柳沢　　悠（東京大学・インド）

3. 中国における山区経済と生態系 上田　　信（立教大学・中国）

4. 育成林業成長の諸条件 斎藤　　修（一橋大学・日本）

《討論》 15:30～ 17:00

共通論題報告  ――― 5月 20日（日） L号館 9階 911 教室
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